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第四草ポランティア

ポランティア精神

自分から進んで社会のために丘献する 連且報道される披災地の惨・1人を見て、 ti 

分もこうしてはいられない ヤい緊急の用向きもない2 自分は行かなくては lとの息

いが、多くの人々をボランティア活動に駆りすてたに五いない 人、動物など対象を

問わず、これまで lボラ／ティア」活動を通して、社会に貢献したという経駿を持た

ない人衆が行動を起こしたと •9へう点で、この兵市県●部地点でのポラ／ティア活動は

大きな特徴を持つ。後述する l動物救詭活動に参加したポランティアヘのアンケート

潤査」によれば、この救設計動に参加したポランティアの7ふ2％がポランティア活動

の木経験者であった

ー）Jで、勁物没記，斤動のポラノティア経験があり、ボラ／ティアとしての心柄えだ

けでなく、動物の扱いに対する多少の経験と知誡をhした人々がいた (26ぷ％）＿

負傷動物の治療、地租の恐怖、あるいは路頭に迷う鉤い丁への不安からくる l、痢、

兵欲不振などの手曹りは、獣l入師でなくては出来ぬ 被災動物を救うためには、獣l入帥

ポランティアは不ur欠であった＿ 舟なのポラノアイアと全く同様に、届たたまれない

思いで、動物救護I,',9』に参加した多くのポラ／ティア獣医帥かいたであろう， しかし、

彼らもまたホランティア活9』か木経験であった

Ill崎巾の開菜臥l,'師”馬場国敏院長は、且れなポラ／ T イア経験から、今'"'の自ら

の役割を「ポランティアを守る」ことであったと述べている。大地荏の被災動物を救

うためには、多くのポランテ 9 アが必要である，、しかし、ポランティア活動の有経験

者を多く期待するのは雑しいであるとすれば、ポランティア経験の仝くない、しか

しながら、意欲を11って参1JIした人々を守る必要があろうとの息いが強くあったので

あろう，9

このように、さまざまなポランティアが、被災動物を救うという一つの目界をもっ

て、空前のポランティア活動を展開した。そして、このポランティアの動物救歪活動

は、地淀によって人さな披害を受けた動物たちを救-,たばかりでなく、一般ポランティ

アはもちろん、特に組織でのポランティア経験がない多くの猷9、師に、 l箕i「［な経験」

を与えた。
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第四草ポランテ4 ア

ボランティア参加者

ボランティア総数

平成 7年 1月2611から平成 8年5月291:1までの約 1年4カ月の間に、兵11｛県南部地

捉動物救援i,rj動に参加したポランティア総数は、延べ21.769人に達したc 神戸動物救

渡七ンターで、延ぺ15.195人、 ＝．HI動物救浪センタ ーで、延べ6,452人、伊J1動物・

時保．S曼収容9所で、延ぺ122人であった。

神,s勁物救ゑセンタ ー -：.Lll動物救，長七ンター iprt勁物 ・II}保ぷ収v,w
• 42ポ ランテ ィ ア 10. 283 5. 660 122（猷灰釦含む）

烈朕師ポ ラン テ ィア 4. 912 792 

;i 1’ 15,195 6. 452 122 

神戸動物救護センターのポランティア

般と猷灰師ポランテ ィアを合わせ、 15000人を超えるポランティアが神戸動物救

設センタ ーを丈えた 宿泊して頑張った多くのポランティアがいた。将来、獣医師を

拶見る‘‘和1:．ポランティアが、社会勉強も兼ねて被災動物を救っ た。 動物愛澁1•tJ休とし

て、また兵l•Ii 県南部地媒動物救援本祁の構成貝として、 （社） ［l木動物福祉協会はコ

ンスタントにポランテ ィアを派造した （社）神戸 l|j件J'..I戻師会は、まさに核となり、

会の総力をあげて、ポランテ ィア泊動に加わった

ポランテ ィア参hll者が最も多かったのは、 4Jl41Jの105名であったが、活動のピー

クは 2月23Rからの約10II間で、辿LI90名以 1-.0)参加者で溢れていた 神戸動物救設

センター開設期lilJ中の1サ均ポランテ ィア数は、 1 1130. 5名であった。

神戸動物救護センクーのポランテ ィア
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c uきは9：うンティア

■ .l:•B不ヽi杓屠社協全

0 9;、神9nuxtt会

平成8年

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10'111月 12n "1 2月 3月 4H 5月
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疇章 ポランティア

三田動物救護センターのボランティア

三田動物救設センターは神戸動物救品センターと異なり、野原を造成し仮設された、

ロわば、それしかない所であった。

そこで、延ぺ6,500人近いポランティ

アが、］1月301Jのセンタ ー閉鎖まで

活動を続けた。神戸動物救護センター

より半年も前に閉鎖し、収容した被

災動物も神戸動物救設七ンターの42.

3% (460頭）であったが、しかし 1

日当たりのボランテ ィアは神） i動物

救設センターに匹敵する人Uが動且

された＾ポランティア活動のピーク

., 

ご・-
ヽ．`，、っP-.シニノ：

は3月21LIで、 93名の参加者を得た

ーガ、最も少なかったのは、

平均ポランティア参加者は、

9月26LIの 3名で、 --: m動物救澁センター開設期間中の

1 A 22. 4名であった
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.û
-b. 

ヽ

・
，
 

~H-K. 
メ

c
u
n

.~U2b 

.
 

.
 

"モ
r
r
.

[[

-n-

~~

`
H.b 

．

．

．
 

．

．

．

 

• 

•,nu" 

．

．

 

~
~
ど
〗

e
.
9

．

．

 

し
H
`
•
-—
_
i

0
"
d
C
 

-
H
o
 ..
 

q~ 

.
n
d
u
 

，

2

-

口[

80

7
0
6
0
5
0

4
0
3
0
2
0

1

0

0

 

三田動物救潰センターのボランティア
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第堅塁ポランティア

獣医師ポランティア

物言わぬ動物の健康管理は、経験と専門的な知談が必要であり、それを生業とする

のが猷医師である。地震により、負傷した動物の治療にはもちろん、救没センターの

ような仮設の、なおかつ劣悪な飼育環境で動物を管理するには、獣医師の経験と知識

が必要不可欠である。理想的には、収容動物が 1頭でも居る限り、獣医師がそこにい

なければならない。さらに、理想的には、数名の獣医師が専従することが望ましい。

しかし、経験と知盟のある獣医師は、ほとんどの場合、動物病院を営み、ポランティ

アとして長期間にわたって活動することは困雅である。それでも、川崎市の馬場院長

はじめ、神戸市内の開業獣医師など、多数の獣医師が献身的にポランティア活動に参

加した。

一般のポランティアと同じような思いで駆けつけた獣医師も多く、 三田動物救護セ

ンターでは、多い Rには20名の獣医師ボランティアが参加した。 しかし、獣医師ポラ

ンティアが全く居ないR (＝田動物救護センターの 6月26日）もあるなど、救設活動

のなかで、獣医師ポランテ ィアの確保が直要な課題となった。

こうしたなかで、 (H)R,4,;獣医師会、 (tt)大阪府獣医師会、悧り大阪市獣医師会ならぴに

牡暉浜市獣医師会などの地方獣医師会がスケジュールを組み、計画的に獣医師を派逍

した。

ここに、 （社）横浜市獣医師会が会貝各位に送った；行料がある。そのなかに、 「IJ.

欧医師およぴ人Uの派逍」の項があり、獣医師ポランティア派造の特殊性を知る良い

資料となっている。

u8()□ 



第四宣ポランテ1ア

「大裟災の被災動物を救うために 1月17日から 9月15Rまで」から

兵厘喋南部地震動物救援活動に対する支援について

仰横浜市獣医師会

（前略）

n.獣医師およぴ人員の派追

現地からの情報の分析と、 当会の支援uf能な条件から

A.送られる人材の条件

① 小動物の診級に精通し、多数の小動物の収容管理の経験を有する

② 診根のアシスタントとしての能）Jが高い

③ 一般ポランティアのリーダーとなれるような指iq力を供えている

④ 劣悪な環｝立下でも体力に問題がない。

⑤ 個人としてある程度の団体行動に適応する能力がある。

B.送り出す獣医師会側の条件

① 診療所で、一人で診療に当たっている開業の先生は派追が難しいので、複数

人の勤務獣医師を抱える動物病院の勤務医の先生が詔ましい。

② 人aの派遣を間断なく派迅するために、各獣医師間あるいは動物病院間の潤

整を行う。

③ 予測しえない、人材に対する事故等に対しての対応基準

等が考慮された。そして我々は 1グループ 3人7日1!Uを基本単位に、先の

グループと次のグループの日程が2日ずつ煎なるように獣医師を派逍し、動

物救設センターの人H計画の最低数の確保に協力した。 2□の煎複は業務の

申し送りを円滑、確実にするためだった。

(J 81 (J 



第四草 ポランティア

学生ポランティア

春休み、夏休みなど長期間の休暇を持っている「学生」はポランティアとして、最

も融通の効<-1作である。動物救設活動を支えたポランティアとして、学生が果たし

た役割は極めて大きい。特に、獣医学を学び、将米獣に師を目指している学生は、本

人の慈クり込みさえlll姐なければ、大きな）」になる。（社） R本獣医師会も、全国の獣

保学部あるいは獣医学科を,(.jする大学に協力依頻を行なった。

「学生ポランティア」の欠点は、学校が始まると店なくなることであるc いくつか

の大学では、学生ポランティアの！Ii:要性を珊解し、ポランティア活動を特定科口の単

位の部として認めるなど、全面的な協力を行なった。 しかし、 3月ド旬から 4月の

初めにかけて、学生ポランティアは一時激減した。この時期は卒業式の時期でもあり、

また追試験あるいは再試験のシーズンでもある。その後、 4月初めの 1週IIUは、多く

の学牛ポランティアが友人を連れて戻り、活気ある救渡活動が、新学期が始まるまで

展開された。

神戸動物散ぼセンターの獣医学生ホランティア
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私立獣医科大学協会｝

構成大学獣 医 学 科 主任教授 各位

大阪府立大学獣医学科•主任教授

第四章ポランティア

u獣発第 181サ

平成 7年2月201:l

社団法人 日本獣医師会

会長杉山文男

（阪神大震災支援対策本部長）

兵庫県畔i祁地震動物救淡活動遠のためのポランティア学Iヒロfll I l 

l の経集について（協力依頼）

兵躯県南部地媒が発生してから 1カ月経過いたしましたが、この問、人に甚大な被

害が生じたばかりでなく、大猫等の動物も負偏したり、飼脊者が不明となったり、あ

るいは飼炎できなくなってその引き取りを布咆する’li例等が相当数にのぽっておりま

す。

このため、け廿兵府県獣医師会及ぴ曲神戸市獣医師会並ぴに(WH本動物福祉協会阪神

文部を構成団体として設骰された「兵庫県南部地恨動物救援本部」（現地本部）では、

目下、それら被災動物の救護活動を積極的に展開しております（別紙参照）。

一方、この救設活動につきましては、すでに獣医師を含む多数のポランティアが取

り組んでおりますが、被災動物が多頭数にのぽることから、この救設活動は、長期化

することが予想されております。

このような中で、このたぴ、現地本祁からlltJ□本獣医師会 （阪神大災災支援対策本

部）に対してポランティア獣医師及び学生の派追要請があったことから、本会では、

今後の動物救設活動が円滑に実施されるようこれを積極的に支援するため、ポランティ

ア獣医師及ぴ学牛等の券集及ぴ派近について、現地本部等との辿絡、調慾を行うこと

にいたしました。

つきましては、この動物救護泊動の趣旨を l•分にご理解いただきまして、代大学に

おけるポランティア学生を至急、多閲集し、おとりまとめのうえ、別紙様式により本会

までお知らせいただきたく、何分のご協力をお鞘い申し上げます。

なお、各大学から応硲があり次第、本会で調整を行ったうえで、派追時期、派逍人

数等について大学の担当貨任者にご連絡することにしております。

また，ポランティア学生の森集に当たりましては、別記に十分ご留意くださいます

よう併せてお顧い巾し上げます。

U 83 L 



第四gtポランティア

ボランティアヘのアンケート

実施方法

神戸および三出動物救渡センタ ーに、 IJII設時から平成 7年4月末までにポランティ

アとして参加し、住所が分かっていた全てのボラ ンティア1,100名を対象に、アンケー

ト曲脊がなされた。 7月巾句に郵送された調企苔は、 8月 5日までを期限として回収

された。

回答数は473で、回収率は43％であった。

布泊 通 い イ、 明 合計

神戸動物救汲七ンター 133 84 13 230 

=:111動物救渥センター 92 65 14 171 

不 明 27 32 12 71 

合計 252 181 39 472 
ヽ

ポランティア募集をいつ知ったか？

ポランティアに参加した 4分の 3以上の人々が、 2月にはボランティア森集を知っ

ていたことがわかる。 しかしながら、このアンケート調介の対象者は 4月未までに、

いずれかの動物救設センターでポランティア活動に従’JIしていたことから考えて、

「ポランティア暮集」を4月以降に知った

（約 3%)というのは、どういうことであ

ろうか？おそらく、 「ポランティア経集」

の案内を知らずに、友人らに誘われて参加

したのであろう。

ポランティア募集をどのような方法で知っ

たか？

新聞、動物病院の案内、ラジオ、 （社）

R本獣医師会の案内、テレピなどがポラン

ティア募集を知るメデイアとなっていた。

既に述べたように、 （社）n本獣医師会は、

＼ 

＼ 

＼ 
＼ 

6月
7月

/,  ¥ 
2月 J 

.‘̀ 

獣医学牛の所属する全国の大学に 「ポラ ンティア学生の募集」を案内している。
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第四章ポランテ＿イア

(I :91 i19 (`'‘" "n l21) 

■新聞

□動物病院

國 ラシオ

■日本林医師会

口TV

■愛渇団体

口学校

■現比店恥戎` 0笥

■雑誌

□地方獣医師会

口 知人

どこに参加申込みをしたか？

新聞などいろいろなメティアから、 「ポランティア募集」を知ったあと 、ほぽ過半

数の人々が、現地の救設センターに直接参加Iド込を行っている。 したがって、初期の

動物救護センター、特に神戸動物救渡セ ンクーはポランテ ィア参加者の応対に追われ

たという 。参加者も、「話し中の地話」に何度も屯話をし、なかには述絡が収れずに

ポランティア沿動への参加を断念した人もいたであろう。

こうしたことから、「その他」の阿答のなかに、参加1胴込などの手続きをとらず、

直接現地に赴いたポランティアもいた (12名）。
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第四章＿ボランティア

動物救護ポランティアを選んだ理由は何か？

「動物が好きだから」、「動物も人と同様に救設されるべきだと思った」、「動物がか

わいそうだから」の 3つが1引答のほとんどを占めた。動物を救うことを H的に、参加

したことがはっきりとわかる。「その他」のなかでは、「何か役に立ちたかった」 (15

名）、 「自分自身の勉強あるいは経験のため」(6名）などがあった。

選ぶべきホランティアかほかになか

駁われ

酪渠上

参加しやすか）た一

動物がかわいそうtから

ヽ

／動物が好さだから

¥ ¥ 

,／ 

＼、初物も人もrAl様：滋渡されるべきt.・ と思う

ポランティアの仕事

動物救渡活動のポランティアの什事は、他のポランティア活動とは人きく異なり、

動物の冊品をすることが七体になる。「犬の散歩」、「火の飼育 ・岱：理」、「猫の餅育 ・

行即」などのほか、獣1灰師ポランティアは、「治療」などの仕)-拓があるs 「その他」の

担1答には、 「洗濯」が18名いた。このような一般、獣IX師を問わず、ポランティアの

動物を救う献身的な泊動が、地姦で受けた動物たちの人きなイ浮ぐやスト レスを癒すこ

とになった。

、SOr ［犬の駁歩

F 

＇ ［犬の廊）布・酋理
¥l"「＇
均 1ト

●猫の釦］脊・管理

■ホうクシアの貪峯関連
:99)I-, 

7 n冶欣．柑滋

Iso[ 

I 
■ i屯拐作菜

1（員） ［」串務作炭

501-I 1::11'1 こ―

一
●施設の込営

9) ● その他

口必D



第四章 ポランティア

1匂大阪市獣医師会に所属する会員が報告した神戸動物救護センターの一司

現地体験報告 (2/13) 

7 0: 40 現地到着

馬場先生、井上先生（神戸市）、玉井先生（和歌山県）、山本、細井戸、北尾の 5

名にてデイスカッションを行う。

◎現況の説明

〇今後の見直し

◎現地の他の府県の獣医師への要望

c活動のポリシー

3 : 30 就寝（管理センター建物内の治療至内に毛布と”£袋にて）

他にコンテナが2棟（宿泊用）あり 、また女性は別至の部届にて宿泊している。

7 : 00 起床

8 : 00 朝食

9 : 00 救渡部門（保護動物の散歩、給餌）、センタ 一部門（道話応対、引き取り棠

務）のポランティア活動参加

12: 30 昼食

13: 30 洗温、救援物沢の搬入、倉庫の整理などの雑務手伝い

15: 00 午後の保護動物の散歩、犬舎の消掃、給餌

18: 00 神戸市の先生方と雑談

19: 00 夕食及ぴポランティアの方や運営に携わっておられる先生方とのミーティン

グをオプザーパープさせてもらう

20 : 00 4人でのミーティ ング（情報整理）

22: 30 馬場先牛、神戸市の先生とのデイスカッション

23: 45 センター出発

Iヽ1日はポランティア獣医師 4名（横浜 2名、東京 1名、福祉協会 1名）参加

一般ポランティアは15~20名、午後は近隣の小中学生も参加

I.本部は 2つの部門に別れて運営されている

①管理セ ンタ一部門

a)受付時間 10: 00~17: 00（実際は 9: 00~18: 0 0まで受け付けている）

b) 9 : 00~ ll : 00の間に約40件の直話あり内容は

◎ マスコミなどの取材申し込み

◎ 義援金、救助物沢を送りたいという問い合わせ

口870 



差四草 ポランティア

◎ 迷い犬・猫の問い合わせ

◎ 里親希望者→名簿作成・登録→後BTEL （なるぺく近くの人を優先）

◎ 引き取り依頼→トラプル防止のため環悦の悪さを説明をし出来るだけ預

からないようにしても 1日10頭～20頭増えている現状

c)受け入れ時の行類作成 （台帳と吾約1IF作成、預かりは 1カ月単位で更新

里親決定時の脊類作成

② 救護部門

保護動物の健康管理 ・治療

◎ ワクチン未確認のものはすべて接種する (D-5、FVR-CP、RV

は接続していない）

◎ 重症動物は仰神戸市獣医師会々且病院にて入院治療

上記の 2つの部門は神戸市の会貝が当番制で 2名づつのシフトを組んでい

る (2月末までは決定、担当、市III)

※その他の業務として当番以外の神戸市の先生が

搬入されたフードの整理、保管

市内各地へのフードの分配、搬出

里親のきま った動物の避妊、去勢 （無料）などを行っている。

※実際の運営は

蜘 本動物福祉協会

ロ 戸こ獣医師会 ｝の三者で行われている

仰日本動物福祉協会の女性2名の協力が大きい。例えぱ

籠話対応→非常に上手にさばいている（未経験者では困難）

車にて犬の引き取りに出向く （例 2/13は長田区、中央区）

などバイタリティーにあふれている

n.一般ポランテ ィアの活動内容

l)犬舎の清抽 （女性が主）

2)毛布、タオルの洗濯 （女性が主）

3)給餌、食器洗い （女性が主）

4)犬の散歩、排泄物の処理 （男女）

5)食事の用意とあとかたづけ （女性が主）

6)施設の消掃とかたづけ （女性が主）

088口



7)ゴミの焼却

8)救援物打の仕分け、保行 （男女）

9)ムードを明るくする （女性）

m.ポリシーについて（馬場先生との話し合いの中で）

第四章ポランティア

l)今は被災地において避難生活をしておられる方たちも多く、現状で設偏の整っ

たシェルターを作ると国民の反感をかってしまう。反感をかわないためには‘り面

はみすぽらしい施餃で人海戦術で行うのがよい。

2)家族を含めたたくさんのポランティアの参加を望む。それは将来のポランティア

の行成にもつながる。

3)今はポランティアでもっているが今後は獣医師がなんとかしなければならない。

なぜなら今まで動物は家族の一員です、大切にしましょうといってきた獣医師の

目薬が、臼己の利益のためととられかねない。だから、いまこそ獣医師がイニシ

アチプをとり、今後活動しなければならない。この問題は神戸市、兵即県だけの

問題ではなく、日本の獣医師全員の問題として捕らえなければならない。

w.我々が参加して必要性を感じた協）J方法

ポランティアに参加するまでは全く分からなかったが実務的な手伝いの必要性を強

く感じた。

犬の出し入れや、散歩では、きつい火や心臓病の犬、かなり裔齢の犬などがいるた

め、その動物の他原や一般ポランティアの安全、指祁、獣医師の先生が一新にいてく

れるという安心感を提供するなど、神戸の先牛と•般ポランティアの間に入って円滑

な運営の手助けをする必要性を強く感じた。

開業獣医師ならだれでも出来る。時間も U帰りの 1R参加でもかまわない。義務で

はなく、出米ることをするだけでよい。

とにかく 1日でもいいから参加してください そしてもう 一度話し合いをもちましょ

う。‘11而のシフトは我々 3名で考えます。行政や他の獣医師会にたいする協力依粕な

どは役Uの先生方にお願いします。

V. :=:.田のシェルターについて

：：：Wの開所式が14Rに行われる予定

=1Ilにおいても神戸動物救湊センターと同じような問題が起こり、さらに保護する

動物の碩数も附え、立地条件によるポランティアの集まりにくさ、馬場先生のような

約
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人の初動時の協力が得られないなどのことを考えると、今の神戸動物救護センタ ー以

上の問題が起こる可能性が茄い。

その負担を減らすためには大阪の動物符理センターなどの協力を得て大阪にもシェ

ルターが必要になると思われた。

そのメリットとしては

① ポランティア及ぴ獣医師の出務が容易である

② 里親を探すのが容易。飼い主が納得しやすい （神戸→大阪）

③ 被災地の獣医師の負担を軽減することが出来る（被災地の獣医師は自分の生

活を立て直す時間がない）

④ 立地的にみて第二．者及ぴ当事者の神戸の人達からも望まれていることである

⑤ 被災者で大阪府下に避難して来られている方が多い

デメリットとしては

① 兵庫県獣医師会の実際のシェルターの運営に関する認識が不明なため十分な

協議、調整が神戸市獣医師会との間で出来ていないため、反発があるかもしれ

ない

ポランティア活動に参加して得たものは？

「社会勉弥になった」、「ポランティアの慈義を認誠した」など、 「有慈義な」ポラ

ンティア泊動であったと、 96％を超えるポランティア参加者が回答している。

こうしたIul答から拙察するに、今Iulのポランティア活動は、被災動物を救ったばか

りでなく、自らを救ったことにもなる。まさに、ポランティア元年と言ってよいかも

しれない

、S91

21員91-「1

150 

し 90-

ロ社会追I：なった

ロ朽ンティアの急治を認えした

璽t加のことを学へた

■有意穀tiった

口有意羨ではなかった

■その他
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ポランティア参加者のことば

初めての経験

F直な感想は、―たいへんだった」 9こ尽き

ます＞でも、私はあまり何の）」にもなってい

ません。どちらかと言うと、自分自身にとっ

て良い体験ができたと思いますそ●1木を始め

て_.,初の本格的な咬笛を打手に残してしま

いましな

2月4□夜、決死の立悟で車杯の荷物を

積んで神戸に向かいました。すこい渋滞のは

すが、教えてもらった道が艮かったのか 2時

問で岩いてしまいましな衷夜中で救哀セン

ターにも入れず、仕方なく彼災地の様千を見

に行きました，哀っ黒に焦げ、傾いた家が，'~

を茄ぺ、本当に地獄のようで、灸に焼かれた

人たちを思うと胸が締めつけられるようでし

たc

翌朝センター内に入り、たくさんの人たち

が盤然と作栗している姿を見てただ圧倒され、

馬場先牛：こ「いまは遠くからた（さんの人が

手伝いに来てくれているが、本当に必要なの

は君たちのような近隣の人たちの力なんだよ、

先が長いからね」と言われ、なんだか恥ずか

しくなりましたし

まだ l力月も経っていないのに、センター

内はきちんとしたマニュアルカ叫来ており、

逃走感染を防ぐ上夫が随所にみられました：

そして、なにより感心したのは勁物の徳崇だ

けでなく心坪的な面も十分苓え、散歩：こでき

るだけ時間をさいて、里親に適した性格にし

ていくことまで考えられていた点でした，

とにかくいろんな人に出会うことが出来た

のも、今回の収穫でしな神戸の被災者もた

くさん手伝いに来ていましたつポランティア

の人たちの食車のために米てくれる方、散歩

のため子供たちも来てくれていましか餌や

毛布に手紙が添えて毎日全国から届きますc

その整現も結悟たいへんな仕車でしたn たっ

たlR手伝って、殆i)は中の運転が困るほど

の筋肉痛になってしまいました。

次の週は子供と他のポランティアの方を連

れて、泊まりがけで打きました。わずか 1週

問で、なかの様子はずいぶん変わっており、

動物たちのストレス性下痢なども多く見られ

ましな教衷センターの牛活は、決して勤物

たちにとってしあわせではない様に思われま

したポランティアの人々の披れも、口増し

に培しているようでした，

□ 99 9 1 

j[直言って、私自身もこの時、大にかまれ

て自分の仕串が出来なくなりそうになり、こ

んな串に丘を突•>込まなければ良かったと考

えました．

でも、神戸の人たちは、この現実から逃れ

られないのだなと恩い、ポランテイアとは、

人の身になってやらなきゃいけない手を本当

に実感しました，

その後も．あまりたびたび行（車はできま

せんでしたが、今回そのことが分かっただけ

でまた次にやれそうな自分が出来た気がしま

す，

［獣医師・神戸動物救設センター

平成 9年2}」4日｝

大石みちの

「参加して良かったポランティア活動」

神戸では、大変おせわになりました，

こ09度、ポランティアとして参加を思いたっ

たのは、実際の話、ほんの気まぐれだった様



な気もします，春休みが退屈だoたこともあ

るし、残 i)少ない大学生活を少しは有窓共に

過ごしたいとの思いもありました，テレピや

雑誌で報道されている被害現湯を野次馬的な

惑兌で見物に行こうとしている自分と、何か

の役に立ちたいと言う目分とが交蹄しており

ましたが、結果的に1ま，好きなたの世話が出

来、多くの人這との出会いが出来たことは大

きな収渡となりました，長田区に近づくにつ

れ、数十H前までは、そこには確かに人間と

してごく菩通のあたり前の牛沿があったはず

ですc 焼1ヤ野恥こなっていたせいか、毎信柱

の数の多さだけが異常に目立ち、印象に残っ

ていますc 家股同然の飼い大をやむなく手離

さざるをえなかった被災者にかわり、それl司

然の歴話をしてあげようとする先滋がたには、

庁斜されるばか｝）でしたが、犬好きの島では、

我が家でも大を創っており負けるものかとの

気持ちもあ hました。

犬に 3国（ジョンに 2回、その向かいの小

臣に子）こ！こ 1回、エサやりの時）かまれたり、

そうじの時に大のシッコが、 9」に人ったこと

もありました，ハスキー大のゴンが、なかな

か散歩から1忌ろうとせず、それならばと山を

2つ越えた遠出の散歩もしたことがありまし

たが、つくづく飼い火は人岡がいないと、い

かに無））な牛き物であるかを感じ、だから飼

い主は世仔持って飼99ていかなくてばと思い

ましたそ

1週問という短いポランティア活勁でした

が、今終わってみて、 1＼分にどれほどの串が

出来、 11分かドに何が残ヽコたかは、 うまく言

えませんが~将来かならず、この串がどこか

で千きてくると忌いますし、「ポランテイア

第四霊ーポラ上巧ィア

へ行こう l」と忌った自分自身へも、まだま

だ拾てたもんのじゃないなと、確認出来たよ

うな気がします．できれば、また参加したい

です、，呆後に、ポランティアのみなさんへ、

体詞に気をつけてくださいc それと今回充実

した 1週間を過ごせたことに神戸勁物救装セ

ンターの方々に、感甜いたします．

「ポランティアヘいっしょに行こう！ iと、

さそ•,たにもかかわらず、「めんどうくさそ

う」と.,.,た友人へ．「ざまあみ'， 1」

未華ながら．ジャンパーならぴ9こトレーナー

をお待ちしていますc

日本大学理工学部機械学科3@生

野村健司

動物たちへの思いは同じ1本かなのに

□92ビ

地兵によるストレスや柄気で苦しむ大や猫

たちを前にして、どんな事に気を付けて接し

ていったらよいか、初めは戸惑いもあったけ

れど、 i cl]で、食車の他話や掃除、薬の管

理等の細かな配慮が、ポランティアの先磁た

もの手でなされていた。私にそれができるか

不安ではあったけれど、ケージの中の睦を見

ていると「このこたちが、 9~ くよくなって、

優しい創い主さんの所で幸せになれるといい

な］と頓わずにはいられなかった~」

ボランティアって“してあげるんだ＇とい

う気持もではできない車なんだと、学ばせて

もらった。自分の心との戟いの速統で、 fl分

の中の考えの甘さや弱さ、身勝可さをつくづ

くと実感させられること 9まかりで、落ち込み

の連続だったU でも、自然休で、自分のでき

ることをできるときに、できる人がやればい



い、と思うようになってからは、だいぷ仕串

も見えてきて、動物たちが少しでもやすらげ

る時間が持てるように、心配りできるように

なってきたように思う，

ポランティアから戻ってきて感じたのは、

神戸から遠く関東にいると、オウム宰19もあっ

たからもあるが、神戸の情報が本当に少ない

のであが地元の新聞に出ていたような身近

な情報 9足りない物、欲する物、してほしい

串など）を、全国版で流してもらえれば、遠

くにいる人も、できる串に目を向け広げてい

げたのではないかと思うさ

また、救護センターとイ也の市民団体と、勁

物たちへの気持ちは同じなのに、閻力しあっ

て手にあたるのではなく、パラパラに対応し

ている感じが、不思漁でならなかったし苦意

の気持ちだけでは、どうにもならないものも

あるのだろう。

長期・短期の差はあるが、様々な人のい，，

いろな想いに触れられたポランティア経験は

私にとって、素暗らしいt物であるc

枝井美栄子

「動物たちに感謝J

9/」4日、我が酪股学国大学に関西学院大

学聖歌椋が学校礼拝の時間に来られた。

奨励では1可大学の山内一郎先生がいくら経

済的に復輿は出来たとは吉え、人々の心から

未だあの地定のI閲痕は泊えていない、とのお

話があり、その後 1いざやともに；「主はき

わめ虹lっておられる＿ rStea9 Away! ro 

¥＼血"]lmuUulatyj 04曲の応唱があったc

私はこれらを閾いているうちに、自分がい

た「二田勁物救誤七ンター」での日々を思い

口93二
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浮かべていな忘れもしない昨年 1月J9日．今

まで日本を襲ったことの無い未付有の地震が

神戸を襲い、多くの尊い命が失われたのである，

定災後のマスコミを通して報じられて来る

披災地の惨状とポランティアの蚕要性が自分

を現地へと尊いていた令

現地では様々な車を舒験し、＇考える事か出

来たヒ｝と勁物の問係について、ボランティ

ア同ナについてなど。

そしてや1より動物も人間と同じだという弄

動物は言桑が話せないのでなおさらであるc

当時、センターに入って来る勁物たちはおそ

らく何らかの精神的ショ •9 クを受けていたと

思われかしかし当時のセンターの施設はま

だ 1分ではなく、猫は同じ飼いエのものであ

ればJつのケーンに 2. 3匹人れたりしてい

たので、ストレスがたまり、体の抵抗力が沿

ちた時：こFVRがまん延した，命を浩として

いく動物も見受けられた，：三田の山奥の救課

センターで命を落としてい（動物を見ている

時に租Iいキのもとで死ねたら良かったのに、

と何度も思、った，

今はもう施設も無くなり、跡地の建物も令

て撤去されたといがしかし、たくさんの人

との出会いがあり、動物との触れあいがあり、

たくさんの思い出はいつまでも供の心の叫

そしてポランティアの心の中に生きて行（こ

とであ左うし

今では全てが良き思いmである J 全てのポ

ランティア、そして勁物たちに感謝している—

（三田動物救護センタ--

平成 9年 3月1日から1

北海道記翌学函人＿函＿と守噌唖守9i

安田冗



第四章 ボランティア

獣医師ボランティアの仕事は

2)Il8日より、ポランティア獣釈師も保泄

劫物の治療に当る、，診療頭数は 1H約40~5[卜

豆ic

但し薬品類等はほとんど無いに等しいか

なりの低蛋白l"症の犬に投薬はリンゲルと強

肝剤、抗生削でアミノ酸製芹］やプラズマなど

はなし、そ

抗生剤もペニシリン頌など少呈はあるが、

新しい抗生剤はない。

これらの点を"'戸市の獣医師に要求してお

いたが、当由の薬品は自分で持って打くこと

が最菩の方法であろう、9

神戸巾獣医師会の会長の話によれば、動物

袂に●しては、兵京原南部地委勤物救援東京

本部よりの省付があ 9うたとのことで、薬品会

社との交渉も動物芙専門の会キt（北坦薬品な

ど｝からはかなりの柑付があったが、人体罪

と動物薬の岡）Jを扱'ている会社からはいい

返孝はなかった。

動物の病気としてはF.V. R、創協、 ト

痢、野障宮、膀脱炎、尿路結石等が主で、先

日はパルポウィルス性腸炎が発生し、 4頭の

死亡があ？応

夜問は犬令、猫舎はかなり低温になる 9多

分0℃位）ことから仮病動物には劣悪な環境

である J

•一般ボランティアは上に協力的で、我々猷

医師を頼りにしてくれる，又獣医師が命じた

ことは進んで丁伝ってくれる。但し志圧的態

度は慎むべきであろう，」ボランティアは若い

人が多いので、気が変わればすぐ：こでも播っ

てしまうであろう勺この点は神戸の獣朕師も

特に気を使,,ているところで、現介のセンター

の蜀きは全てこれらの若い人によって成り立っ

ているっ

当センターは l~ 2年問は維持したいとの

ことであるし現在は若い、健康な動物も多い

が、一時預かりの動物が届ったり、里視にも

らわれてい（ために出ていくと、後には名齢

動物や協病勁物がが残り、 100-,o頭になれ

19、神戸市内の弐医師が l~2頭引き取れば、

センターは解散とのことである。

神戸市に来られる先生は、白衣、聴診器等、

手なれたものを持参された方が良いc

七ンター内では外科手術等は現在は出来な

い状態であるが、メスのJJ等必要と思われる、9

咬傷等の緊急の了術の必要1ま培えてくると思

ヘ‘、9

あれば良いと思う薬品

下痢止め（内l]伎．散剤，

抗生剤（パルミテート、シロップ等）

蛋自製莉l（アミノ酸製和1、プラズマ等）

翰 I飢用のチトラート又は採血ぴん等

オプラート［又はカプセル）

スポイト（プラスチックで可）

その他にも必要と思われる薬品、器具

は多くあります勺

状況は日々変化していますので、私の忌っ

ている所と次回に先生hが実際に行かれた状

態は変わっているかも判りません勺

大阪市欧医師会・阪井 敬

獣医師ポランティアとして次に備える

l7日の早帆、突き上げるような激しい揺れ

と腹の底から絞り出して咆酵するライオンの

うなり声にも似た地嗚りで眠りを破られた＜

繰り返す余委は 2~3分も絞いたであろうか〉

n対 1-l



テレピでは亥，1々 神戸の惨状が報追され、大災

害の実態が明らかにされてゆ（。幸いわが家

にはなにも披害はなかった。

獣医帥会からのポランテ 9ア哀業に早速応

券した。派追獣医師の数と派涅場所の連絡・

調整にあたると言うことであった J 待てども

指令は一向に来なか99な災害時の救護活動

をいかに早く開始するかが蔽重要課題である

にもかかわらずであぶ

J R ・阪神・阪急各線は寸●fされていたc

そこで日転車で兎に角、出かけてみた。西宮

市までぱ何とかたどり●けたが、そこから先

は交通規制が咲しく、歩追も敷石がめくれ K

がって遥れたものではなかったな中国自動車

道が開通して 5時問かけてはじめて動物救設

センターにたどりつけたu

この時すでにーカ月が過ぎていた，私とし

ては何とも遅い立も卜がりである。既に態咎

は硝立され、春休みが蛍なってたくさんのボ

ランティアが活発に活動していた，涅ればせ

ながら自分にできることは何かを考え、獣医

帥としての役割、救護劾物の世話をする 役

ポランティアとしての役91、それに土曜の夜

の泊まり込み等に II分を斤かせると思った。

伝染病の予防に亘点がおかれ、また弔探の激

変からくる下痢・ l9吐が多発したc

ある上曜Hの夜の泊まり込みの時、発達し

た低気圧の影馨で大雨と強風が吹き荒れ、な

ん張りもあ 9サ トはことごとく吹き飛ぱ

されたc とくにお婚された人品の乾燥ドッグ

7ードの保行用テントのすそが風にあおられ

て活れてしまうのをなんとか防ごうと必牝で

補修して阿ったことなど朝までほとんと什、め

ない夜もあった J

コS5こ

第四婁ポランティア

人変な被害にあいながらも必死の活躍をさ

れた神戸市ならぴに兵庫県猷医91会，一目の

休みもな（動物達の収容と旦親探しに奔走さ

れた日本勁物福祉協会の皆様に最大の敬忘を

表したい。横浜市飲医師会は立ち上がりが早

く、途切れることなく獣医師を派遠しつづけ

たことも敬点を持ってここに菩き加えたい，

夜の涛岸に立つと神戸の街叫かりが見える堺

市の我々が、遠99地にもかかわらず危機点識

を実際行勁として文践した横浜市獣医91会の

ような行動が取れなかったのを痛烈に後悔し

ている 自分たちの町に大災害が発生したと

き猷医91として、獣医暉会としていかに対処

してゆくか他の町での災害に対していかに

初勁派造できるかを其•1 ：こ与え、準惜してお

かなければならない，

堺市中工叫1J広1,—し・中津 賓

獣医師ポランティアの不満

今回の救護活動に参加したポランティアた

ちの多くから、紐織の不透明さやリーダーの

小伍コミュニケーションの欠如についての

4潤が出されていますが、その大きな原対の

ひとつは、この活動が祖織での経験が少ない

欧医師を中心として行われたことにあると思

います。

私は獣医帥たちの歎身的な努力を批判する

つもりは毛頭ありませんが、彼らは今回のよ

うな大所帯を退営するには、はなはだ力不足

であり、もっと賎しい呂~い方をするならば、

特に責任のある立場の人たちにリーダーとし

ての能力が欠けていました，現堀の窓見を汲

み上げ、組織の憚成員が納得するような形で

方針を決め、力呈のある人間に適切な仕車に



つけるようなシステムを作る能力は、個人で

仕単をしている獣医師にとぅて密得が●雌な

技術であると忍われ、近い将来に戦灰姉会に

変わって大規模な勤物救蹂活勁の行える民問

団体が育つ見込みのない現状でば今後行わ

れる救護活勁においてもこのような紺織退営

の滉乱が繰り返されることのないよう指針と

なるマニュア 9レ及ぴ・~者し本をつくっていくこ

とが重娑だと思いますぐ

このようなことを避けるためにも、民問の

動物愛苺団体が早く成熟し、獣医師と共同し

て動物の救護にあたれるだけの能力を持つよ

うになることを強ぐ頷みます。

日本野烏の会 烏と緑の椙報センター

神山和夫

ポランティアの育成

i月2lH兵庫県南部地委勁物救援本部の発

足と共に、遠営に必要なボランティアの確保

が目前の謀煙となりました。柏日本鋤物福祉

協会阪神支部も会貝の多くが被災し、奉仕活

勤ができる人数は僅かです、それでなくても

ロ常的に右り余る人数で活勤をしているので

はないので丸少数であっても兵の奉仕活動

を心得た人々に文えられていることが阪神支

部の強みですが、先行きを考えるとぷなでし

た9 日常活勁の経験と知識が多いのに役でも

ましたが、同時に全く見通しの立たない未経

験の部分が多すぎるのです，

l月25町［［椅市開桑獣医師始場先生のポラ

ンティア参加のご念向を受けて、先生のこ｀経

験に多いに貝1待を持ちました。 1月27日神F’

批物救数センターの暁所と共に早・々と数名，9)

ポうへ9テ4了が隊 そ

第四室ポランティ，，

の中には以前に私が住んでいた街の方が泊勅

を聞きつけて参加してくださった例もあり木

当にうれしく慇じました。彼女は、交通車惜

で繊場に出勧できない問、熱々と鋤いてくだ

さいました'日常の人様との交流の大切さを

しみじみと思い返すことでした。とんなに組

縮が大きくても、小さな集ま hでも、基本は

個人の第まりなのです。

憫人の信頼が団体を支えるのです「ー今回の

活動の梵足に付いても、社神戸市獣医帥会と

牝日本動物福祉協会阪神支部とは決して良好

な閾柄にあったとも言えない両者が、直ちに

行動を開始できたのも個人的な信頓が荼本に

なっていると思いますし•，，，神戸市猷医師会代

表が旗谷先牛であったことが幸いでした，以

前の居住地では我が家のホームドクタ～とし

て10年間お世話になり、私がそう大胆な脱線

をすることはないとご承匁9頂いたことでしょ

うし、私も旗谷先生のこ誠実な仕幸ぷりはよ

く知っていましたので、信頼できると思った

のです，また、行政機関との関わりでも、極

端な言勁は謹んで、節度は守，，てきたつもり

ですので、行政慨●との協力活勃であっても

女際は無いと考えられました．，吐日本勁物福

祉協会は神支況の代表としてこの活動に参加

できたことを感慨深く思っています＿

兵鹿兒南部地裳動物救援本部設立と同時に

吐H本動物褐柑・秘会阪拌支部会貝が本部咤活

応対守のポランティアに参加しましたn 牡日

本愛玩勁物協会―F部組織の管理上会派遺の方

々にもご協力頂きました，

この度のポランテイアについては識種の多

椋なこと、個性約な方々の多いこと、年飴格

差等藁しい憫面もあヽン／このですが大過憮く過

口％口



ごせたことは各人の窯識が高かったのだと考

えますe 大災者と百り非常享態の元では人は

究ぶこなれるのだと1吾りました。各人が自己

の臓極に固執することなく、本当に窄什の桔

911こ徽していただいたことが成功の鍵のよう

に恩います，例えば、獣医師であっても診療

にのみ拘ることなく、大上仕串から雑用に全

るまで何の不足も口にされずに実行してくだ

さいました仝専門歎に秀でた方々が雑用に H

んじて（ださることは、琉業人としての目信

があればこそではないでしょうが見方を変

えれば、自己の戦種や地位に固執されるのは、

職業人としての実力が乏しく、 191己キ脹を強

（して他に認めさせようとしないでぱいられ

ないのかもしれませんさ

神戸劾物救援センターでは、初卯」から欲医

師と AnT ：勁物病l兒介段者）各ー名を職員

チーフとして採用し、新たなポランティア参

加者の指遠に当たって頂きましたr

ボランティアのリーダー的な1立●に寸つ方

はfi然梵生的に、実）Jのある hで落ち岩いた

ようで丸組織運営慨がそれを認め、小都合

が無ければリーダー的役剖を公訟し、可能な

限り自発竹呆に任せることにしましかしか

し、狛設人所勁物の判府、坦親の決定、診疫

h針等、根幹に閲わることに付いては決定権

を委ねることはせず、あくまでもィn]時でも哀

任ある態度がとれるように注意を払いました。

全てを仔せることぱ一見良き信頼関係を保て

ることのようですが、点任を持つ付●1こない

人に責任を被せることをさせないためには、

遥営者は毅然としていなければならないでしょ

ぅ3

少しばかりの紆験者であるほど、紺織の恨

つ99□ 

堕四車ボランティヱ

幹に携わりたくなるようです。その点、馬場

先牛は熟舘者として、私たちの判断を尊直し

てくださりながら、実に＿9手（私たちをサポー

トしてくださいました＿

このように、多数のポランティアが焦まる

場合、ボランティアのためのケースワーカー

が必要です。若い人が多ければ、恋愛感惜等

の11月睦も生じますし、速営者が常に彼らに気

配りをしている余裕はありませんを

今回は、和神戸市医師会の先生方がボラン

ティアの1汲解消に対処していただき助けら

れましな

奉業の最初から、第―t者的な．右楊で車業辰

開の記9点に専念する人も必要だと思いました。

記録が必要なことが分かっていても、救護活

勁に迫られているのに先ず記緑とは行きませ

んし

今後に偏えて、馬場先中のような指淳者を

育成する必要があります。車業の成功につい

ては経済的基盤と人材に掛かっていると忍い

ます。

i996年9月18口

日4IU」i這協会阪神支部松田早苗
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外国人も参加した
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結 語

兵庫県南部地袋に際し、このような大規校な被災動物を救うi,ri動を誰が予想したで

あろうか。動物福祉行政に1関わる人々は、この地媒によって、直接あるいは1:tl接的に

被内を受けた動物（被災動物）を救う必要性を痛感しつつ、なお 「人」を優先しなけ

ればならない立場に悩んだ。このような思いは、当初、動物救設にあたった誰もが、

少なからず思い、肌身に感じていたことであろう。

しかし、地袋直後から、被災動物を救うための物召ならぴに人的提供が途切れなく

寄せられた。この1f景には、恐らく 二つの韮要な“柄があろう。 ・つは、「動物福祉」

の精神であり、もう •つは動物が人間社会のなかで掛け替えのない存在になっていた

ということであろう。

家族を失い、家を失い、牛きる希望さえ失った人、あるいは涯災により心に大きな

俗を負った人々が、動物がいたから生きられたと語る人、動物を生かすために生きる

)Jを得た人、また不安な毎Hを送っている多くの人々が、動物と一絣に荘らすことに

より、何とか心の安らぎを得ようとしたこと。神戸動物救護センターで保没収容し、

里親に引き取られた動物の実に69％が被災地である神戸市を始め兵庫県下で姪らして

いる単実、地姦前まではそれほど気にもかけていなかった火や猫を怠にかわいがりだ

したり、新たに動物を飼育しだした人が妍えたという1［実、さらには動物病院を訪ね

る人と動物が増加したという事尖は、大衷災のなか、動物は掛け替えのない家族の →

具として、人と共に逃げ惑い、避難し、生きていたということであろう。この大袋災

は、コンバニオンアニマル、伴侶動物という口業が盛んに使われるなかで、確実に日

本における動物の地位向 tが認められたと同時に、人間がこの地；；1により心に大きな

楊を負い、不安定な生活を送っているなかで、目に見えない籾神的な痛手を無慈識の

うちに動物を愛しむことにより癒そうとした行動、あるいは無心な動物と接すること

により知らず知らずのうちに心の安定を得ようとした行動が浮き彫りにされたといえ

る。

こうしたことがまさに花しいとすれば、今後ますます 「人と動物」の関係は重要に

なり、獣医事に関わる人々の貢任が大きくなることになる。そして、人々が来るべき

災吾に備え、災T・~}j I~. に匁地を絞っているように、 動物の側に立つ人々は 、 「災 T·時

の動物救護」を真剣に考えねばならない。
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